
日野中学校生活心得 ～日野中生徒がよりよく生活できるために～ 

                         佐世保市立日野中学校 生徒指導部 

１ 身なりについて 

《制服》 

（１）日野中学校の生徒として、中学生らしい身なりに心がける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）衣替えについては、気候や体調にあわせて各自で判断する。ただし、儀式、学校行事など

の場合は指定をする。 

（３）下着は華美でない色とし、体操服を下着として着用しない。 

ハイネック、タートルネックは着用しない。 

（４）名札：ブレザー・合服・夏服の左胸に付ける。 

（５）靴下：男女とも、白・黒・紺のスクールソックス（無地かワンポイント）とする。ルーズ

ソックス、短ソックスは禁止。目安はくるぶしより上とする。（ただし、部活動はこの限り

ではない。）行事によっては、色を白に指定する場合がある。 

（６）ブレザーの下には、セーターやトレーナーなどの防寒着を着用してもよい。その際カッタ

ーシャツを必ず着用し、Vネック（色は白、茶色系、紺色系、グレー系、黒のもの）を着

用する。また、防寒着使用の場合はブレザーを脱がないこと。また、ブレザーの下から見

えないように工夫すること。フード付きのものは禁止。 

（７）厳寒時、制服の上に着用する防寒着はコート、ウインドブレーカー等とし、華美でないも

のとする。 

 

 

 

 

（８）手袋、マフラーなどは体調、気候によって、自分で判断し着用できる。ただし、校舎内で

は身につけない。カイロは使用してもよいが、外に出さないようにし、使用後は持ち帰る。 

   ネックウォーマーは認めている。ニット帽は認めない。 

   女子生徒については、厳寒時にストッキング（色は肌色）を使用してもよい。 

 

・スラックス：ベルトを腰骨の上でしっかりと締める。裾が破れているものは、補正する。 

※大腿部やウエストが極端に太かったり、細かったりするもの、体型に合わないものは禁止。 

※ベルトの色は黒、紺、茶系の濃い色で、バックルが大きすぎないようにする。 

・スカート：スカートの長さは、「ひざ立て座りをして裾が十分床につく」こと。 

 夏服 ①半袖ポロシャツ  

※第１ボタンはつめなくてもよい。シャツの裾は、ズボンやスカートの外に出して着

用する。 

合服 ②カッターシャツ      ③カッターシャツ＋ベスト 

※カッターシャツを、ズボン、スラックス、スカートに入れる。 

カッターシャツの袖はボタンをつめる。暑い場合は袖をきちんと折り曲げる。 

 冬服 ④カッターシャツ＋ブレザー ⑤カッターシャツ＋ベスト＋ブレザー 

    ⑥カッターシャツ＋セーター等＋ブレザー 

    ⑦カッターシャツ＋ベスト＋セーター等＋ブレザー 

 

・セーターの「そで」や「すそ」がブレザーの下から出ないように着用する。 

・ジャージを防寒着として着ない。ただし、病気等の理由で着用する場合は担任の許可を受け

る。(ベスト・セーターで足りない場合。)その場合、襟が制服から見えないようにする。 

・手袋、マフラー、ネックウォーマーの色・柄は特に定めない。生徒の自主的な判断に任せる。 

・マフラーは認めるが、首の周りが極端に分厚くなるもの（スヌードやストール等）は禁止。 



 

（９）アクセサリーは許可しない。制服や名札などに必要以外のものをつけない。 

 

 

（１０）日焼け止めやリップクリームは許可しているが、においの無いものとする。 

日焼け止め：基本的に朝から家でつけてくる。学校で使用する場合は無色、無臭のもの。 

リップクリーム：無臭で光らないもの。洗面所など人の目につかないところで使用する。 

制汗スプレー・制汗シート：無香、無臭のもの。人目につかないところで使用する。 

 

 

《ジャージ・体操服》 

（１）授業中のジャージ着用については、気温、体調等を考慮し、自分で判断し着用する。 

ただし、体育の授業時は、教師の指示に従う。 

（２）卒業生から譲り受けたものは、名前の刺繍を自分の苗字(学年色)にかえてから使用する。 

（３）部活動生徒のジャージ・体操服での下校を認める（※野球部のみ練習着下校を認める）。 

  ※「休日」の部活動における登下校は、「部内でそろえたもの」であれば着用できる。 

  ※練習中の「活動着（着替え用）」は「部内で認められたもの」であれば着用できる。 

 

《頭髪》 

（１） 清潔で、見苦しくない頭髪にする。 

 

 

 

 

 

（２）染色、脱色、パーマ等の加工、整髪料の使用は禁止する。 

 

 

 

 

（３）眉そりは禁止。 

（４）ゴム、ピンは目立たないものとする。色は黒・紺・茶で飾りがないもの。 

 

《靴》 

（１）通学靴は白色を基調としたひも付き運動靴とし、「かかと」に記名をする。（体育の授業に

適したもの） 

（２）上履き、体育館シューズは学校指定のものを使用する。 

※上履きは「つま先」と「かかと」に記名。体育館シューズは「かかと」に記名。 

（３）かかとを踏みつけない。 

 

・通学靴は体育の授業に適したもの。 

・名前以外の落書きをしない。 

・記名は、黒ペンで、「苗字のみ」を「漢字で記入」する。 

・前は目に髪がかからないようにする。前髪が目にかかる場合は、ピンで留める。 

・横、後の長さは肩くらいの長さとし、それを越える場合は三つ編み、またはゴムひも等で耳

の線より下で１つか２つに束ねる。 

・左右対称であり、変則的な髪型は認めない。 

・元々髪の質、色に特徴がある場合は保護者より申し出てもらう。 

・ストレートパーマ・染色（白髪染め等）の申請についても、保護者から「事前に」担任に

申し出を行い、生徒指導部で確認をして、校長の許可を受ける。 

・手首に、ゴムひもを巻き付けたり、貴金属等を首に巻くことは許可しない。 



 

 

《通学バッグ》 

（１）通学バッグは、①リュックサック ②ショルダーバッグ（スポーツバッグを含む）③手さげ

バッグ  のいずれかで、派手でないものとする。 

※通学バッグとして『認めないもの』：①口の閉まらないもの、②紙袋、③ビニール袋、④教科

書などが入らないような小さなバッグ など。 

（２）かばんにつけてよいものは、お守りや小さめのキーホルダーなどつけていておかしくない

ものとする。極端に大きいキーホルダーや名札など不適切なものはつけない。 

 

 

２ 登下校について 

（１）交通ルールを守り、「決められた通学路」を通行して安全に登下校する。 

（２）「８時１０分までに生徒玄関を通過」し、「８時１５分までに着席を完了」する。 

 

 

 

（３）バス乗降時(大崎分校区のみ許可)のマナー、あいさつをきちんとする。 

（４）登下校中、用もなく店に立ち寄らない。買い食い禁止。 ※休日の部活動についても同様。  

（５）自転車通学は許可しない。 

 

 

 

（６）遅刻・欠席をする場合は、まなびポケットなどで保護者に連絡してもらうこと。また、早

退した場合は家についてから学校に連絡をすること。 

 

３ 校内生活について 

（１）授業、掃除など開始時間に遅れないようにする。「２分前着席」 

※移動教室、更衣が必要な場合などは特に注意する。 

（２）授業の最初と最後のあいさつは元気よく、礼儀正しく。 

（３）授業の忘れ物がないよう、前日に「ミライパレット」に記入して確認する。 

（４）所持品には必ず記名をする。 

（５）室内での生活は静かにし、人の迷惑にならないようにする。 

（６）廊下を走ったり、窓から身を乗り出したりするなど危険な行為は絶対にしない。 

（７）ベランダには出ない（全学年）。 

（８）公共物を破損した場合は、必ず担任の先生に申し出て指示を受ける。 

（９）ウッドデッキや渡り廊下は雨天時、または濡れているときは使用できない。 

 

 

（10）多目的トイレは使用できない。ただし、けがなどで許可を受けた場合は申し出ること。 

（11）給食（昼食）は各教室でとり、13時05分までは教室を出ない。 

（12）水筒は持参してよいが、ペットボトルに入れて持ってくるのは禁止。 

・８時０５分と９分に『愛の鐘』を鳴らし生徒の意識を高める。朝の『愛の鐘』は１分間鳴る

ので、鳴り終わるまでに生徒玄関に入るよう指導する。 

・校門までの坂、交通量の多さなどの危険性から、校区内すべて許可しない。 

※車での送迎については、病気、けが等の場合をのぞきできるだけひかえてもらう。 

・雨天時、もしくはその後床がぬれているときはドアを施錠し、「通行止め」にする。 



 

 

（13）貴重品、必要以外の金銭は持ってこないようにしよう。その他不要物も持ってこない。

やむを得ず持ってきた場合は、必ず朝のうちに担任に預ける。 

 

    

   

（14）保健室を利用する場合は、「来室許可証」を担任の先生に書いてもらう。 

   無理な場合は、教科担任でもよい。 

 

 

（1５）帰りの会終了後、用がない場合はすぐに下校（または部活動）する。 

 

４ 清掃・美化について 

（１）決められた清掃場所を協力してきれいにする。また、清掃道具は大切に使う。 

（２）清掃時間は、必ず「ジャージまたは体操服に着替えて」掃除をする。 

※「昼食終了後に更衣」をして、昼休みを過ごす。夏服ポロシャツでの清掃可。 

 

 

（３）上下足の区別をつける。 

・校舎内、ウッドデッキ、渡り廊下（屋根が着いている箇所）は上履き。 

・体育館は体育館シューズ。その他は下履き。 

 

 

５ 校外生活について 

（１）帰宅時間は、夏期(4月から10月)は19時、冬期(11月から3月)は18時までとする。 

（２）カラオケボックス、インターネットカフェ、興業物の観覧、ボーリング、キャンプ、登山、

サイクリングなどは保護者またはそれに準ずる成人者同伴とする。 

（３）アルバイトは原則として禁止する。保護者の申し出があった場合、校長の許可の下行う。 

（４）ゲームセンターやゲームコーナーへは立ち入らない。 

（５）友人宅への外泊は禁止する。 

 

 

・他人の水筒を飲まないよう指導する。（衛生上よくない。） 

・原則として担任または副担任が許可証を発行する。授業中は教科担任。 

・13：45に係の５分前放送があるので、そこから行動を始める。 

 

・携帯電話を学校に持ち込んでいた場合には、その場で預かり、保護者に返却する。 

※事情があって持ってくる必要がある場合は、「事前に担任に保護者から連絡してもらい」、

帰るまで預かってもらう。 


